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トバ イア ス : そし て この よう に 、 親愛 な る 友よ 、 私 達 は 、 こ の 
聖なる 空間 で 、 フ ァ ミ リー と 、 シ ャ ー ン ブラ と 集まり まし た 。 こ 
れ か ら 次 の 時 間 、 私 、 ト バイ アス は 、 私 達 の 友人 、 私 達 が コー ル 
ダー (ジェ フリ ー・ ホ ッ プ ) と 呼ぶ 人 を 通し て 、 お 話し ます が 、 
私 達 は 、 今日 、 それ ぞ れ の あな た 方 、 あ な た 方 の ハー ト 、 あ な た 
方 の "神聖 な 自己 "” に お 話し て いき ます 。 

あな た 方 が 聞く (そし て 読む ) 言葉 は 、 私 達 が 今日 、 フ ァ ミ リー 
に 、 シ ャ ー ン ブラ に も た ら す メッ セー ジ と 愛 と エネ ルギー ほど に 
は 重要 で は あり ませ ん 。 私 達 が この よう な エネ ルギー と 愛 の 中 で 
一 緒 に 集まる の は 、 それ ほど に は な い の で す 。 何 百 も 何 百 も の ラ 
イト ワー カー 達 、 以前 一 緒 に ワー ク し た 人 達 び が 、 こ の よう な 聖 な 
る 目的 の た め に 聖なる 空間 に 一 緒 に 集まる の は それ ほど に は な 
い の で す (300 人 以上 の 参加 者 ) 。 お お 、 あ な た 方 が 、 私 が この 
部 屋 の 中 に 入り 、 あな た 方 の ハー ト の 中 に 入る の を 許す の に 従っ 
て 、 私 達 の 感情 を 今 感じ る よう お 願い し ます 。 この エネ ルギー が 
流れ 込ん で き て いま す 。 こ の 愛 が 流れ 込ん で き て いま す 。 私 達 が 、 
この よう に あな た 方 を 訪れ る こと が で きる の は 、 それ ほど に は な 
い の で す 。 


深く 呼吸 し て くだ さい 。 深く 呼吸 し て くだ さい 。 今日 、 あ な た 方 
の 空間 に 、 あな た 方 を 愛し に や っ て 来 て いる 者 達 を 許し て あげ て 
くだ さい 。 深 く 呼吸 し て 、 許 し て あげ て くだ さい 、 親 愛 な る 友よ 。 
な ぜ な ら 、 こ の 日 、 こ の 週末 は 、 そ れ に 関す る も の な の で す 。 そ 
れ は 、 許し に つい て な の で す 。 私 達 は 、 そ れ に つい て 今日 、 も っ 
と お 話し て いき ます 。 


さて 、 今日 ここ に は 、3 つの サー クル が あり ます 。 あ な た 方 の 回 
り に 集まっ て いる 1 番目 の サー クル は 、 過去 生 で あな た 方 で あっ 
た 全て の 者 達 で す 。 これ ら は 、 過去 生 で あな た 方 で あっ た 者 達 の 
エン ティ ティ 、 パー ソナ リティ で す 。 彼ら が この 集会 の 中 に 入っ 
て き て いま す 。 こ の 瞬間 は 、 彼 ら に と っ て 貴重 な の で す 。 彼 ら は 、 

あな た 方 の 回 り に 立ち 、 この 生涯 で あな た 方 が 成し遂げ た ワー ク 
に 感謝 し て いま す 。 これ まで ずっ と あな た 方 が 行っ て きた ワー ク 、 
この 生涯 で あな た 方 が 地球 を 歩い て こき た ワー ク は 、 彼 ら を 解放 す 
る 助け を し て きた の で す 。 私 達 が 以前 お 話し た よう に 、「 未 来 は 、 

書き 換え られ た 過去 な の で す 。 」 未来 は 、 書き 換え られ た 過去 
な の で す 。 これ で 私 達 が 何 を 意味 し て いる か を 理解 し て くだ さい 。 


そう すれ ば 、 あな た 方 は 、 な ぜ あ な た 方 が この 地球 上 に いる の か 
が 理解 で きる よう に な る で し ょ う 。 あな た 方 が 人 生 の 多く の 格闘 
と 混乱 と 挑戦 を 通り 抜け ・・・ あ な た 方 が 「 選 択 地点 」 を 通り 、 
ある 道 を 選ぶ に つれ て 、 あな た 方 は これ ら の 過去 の 人 生 の 結果 を 
変え て きた の で す 。 あな た 方 の 過去 の 人 生 の エネ ルギー が 今日 こ 
こ に 、 あな た 方 に 敬意 を 表し て 集まっ て き て いま す 。 何 百 も の 彼 
ら が 、 あ な た 方 それ ぞ れ の た め に 、 あな た 方 が し て いる ワー ク に 
感謝 する た め 、 1 番目 の サー クル の 中 で 集まっ て き て いま す 。 


2 番目 の サー クル の 中 に は 、 親愛 な る 友よ 、 あな た 方 が あな た 方 
の ガイ ド 、 天使 と 呼ん だ 者 達 が いま す 。 彼ら は 、 あ な た 方 と 一 緒 
に いた 者 達 で す 。 物質 的 な 形 で は あり ませ ん が 、 エネ ルギー の 中 
で 、 あ な た 方 の た くさ ん の 生涯 の 間 、 一 緒 に いた の で す 。 お お 、 
あな た 方 の ガイ ド 達 の 中 に は 、 た くさ ん の 変化 が あり まし た 。 た 
くさ ん の 変化 で す 。 彼ら は 今日 、 こ こ に 、2 番 目 の サ ー ク ル の 中 
に 集まっ て いま す 。 彼 ら は 、 大 切な 、 愛 する 友人 達 の よう で す 。 
自分 自身 に 、 彼ら の エネ ルギー を 感じ させ て あげ て くだ さい 。 彼 
ら の エネ ルギー は 、" 故郷 ” の よう で す 。 それ は 、 あ な た 方 の 最 
良 の 友人 の よう に 感じ る に 違い あり ませ ん 。 彼 ら は 、 今 日 ここ に 、 
あな た 方 が 成し遂げ た ワー ク に 感謝 し て 集まっ て いま す 。 私 達 は 、 
この こと に つい て 、 後 で も っ と お 話し ます 。 彼ら は 、2 番 目 の サ 
ー ク ル の 中 に 集まっ て いま す 。 私 達 が 前 の チャ ネリ ング で お 話し 
た よう に 、 親愛 な る 友よ 、 こ の 1 年 の 間 に 、 あ な た 方 の ガイ ド 達 
は 、 あ な た 方 の 直接 の エネ ルギー フィ ー ル ド か ら 去 っ て いま す 。 
か つて は 、 彼ら が 、 あな た 方 の た め に 常に その フィ ー ル ド の 中 の 
バラ ンス を あな た 方 の た め に 維持 し て いた 時 が あり まし た 。 この 
1 年 の 間 に 、 彼ら は その 空間 か ら 立 ち 去 っ た の で す 。 私 達 は 、 そ 
し て 、 彼 ら は 、 こ れ が あな た 方 に 空虚 な 、 寒い 、 孤独 な 感覚 を 残 
し た こと を 知っ て いる の で す が 、 彼 ら が あな た 方 の 直接 の エネ ル 
ギー フィ ー ル ド を 去っ た の に は 理由 が あっ た の で す 。 それ は 、 あ 
な た 方 の " 神 性 " が 、 あ な た 方 の 回 り の その 空間 を 占め る こと が 
で きる よう に する た め だ っ た の で す 。 彼ら は 、 も う 一 度 、 あ な た 
方 に 微笑 みか け 、 あな た 方 を 愛し 、 あな た 方 の 感謝 する た め に 今 
日 や っ て 来 て 、2 番 目 の サ ー ク ル に いる の で す 。 あ な た 方 は 、 こ 
の 地球 と 呼ば れる 場所 で あな た 方 が し て いる ワー ク の 巨大 さ を 
まだ わか っ て いな い の で す 。 


3 番目 の サー クル の 中 で 、 こ こ に 集まり 、 あ な た 方 を 取り 巻い て 、 
あな た 方 に 愛 の エネ ルギー を 運ん で いる 者 は 、 あな た 方 が 大 天使 
と 呼ぶ 者 達 で す 。 実際 に 、 ラ ファ エル 、 ミ カエ ル 、 ガ ブリ エル 、 
その 他 の 全て の 者 達 ・・・ 彼 ら が 集まっ て いま す 。 彼ら は 、 こ の 
聖なる 日 に 、3 番 目 の サ ー ク ル の 中 に 並ん で 集まっ て いま す 。 彼 
ら は 、 あ な た 方 が サナ ンダ の 名 前 で 知っ て いる 者 達 、 そ し て 、 他 
の 者 達 と 共に 集まっ て いま す 。 お お 、 あ な た 方 は 、 彼ら が あな た 
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方 の 教師 だ と 考え て きま し た ! し か し 、 今 、 親愛 な る 友よ 、 彼 
ら は 学ん で いる の で す 。 私 達 は 皆 、 あ な た 方 か ら 学ん で いる の で 
す 。 


今 、 こ の 空間 に は 、3 つの サー クル が 集まっ て いま す 。 彼ら は 一 
つの も の を 持っ て き て いま す 。 それ は 愛 で す 。 あな た 方 それ ぞ れ 
へ の この 愛 の 包み の 中 に は 、 癒し の ギフ ト が 入っ て いま す 。 この 
愛 の 包み の 中 に は 、 名 誉 が 入っ て いま す 。 こ の 愛 の 包み の 中 に は 、 
感謝 が 入っ て いま す 。 


私 達 は 、 ま た ここ で 、 あ な た 方 それ ぞ れ に 、 あ な た 方 の 旅 を 続け 
る よう お 願い し て いま す 。 あな た 方 は と て も 遠く まで や っ て 来 ま 
し た 。 あ な た 方 の 次 の ステ ッ プ 、 あ な た 方 の 次 の プロ セス は 、 あ 
な た 方 の ” 神 性 " を 自己 の 中 に 取り 入れ る プロ セス で す 。 私 の 友 
た ちよ 、 そ れ は と て も 近い の で す 。 それ は と て も 近い の で す 。 あ 
な た 方 と 、 あな た 方 の " 神 性 "” と の 間 の ヴェ ー ル は 、 ほん の 紙 の 
薄 さ な の で す 。 今日 、 こ の 3 つの サー クル は 、 あ な た 方 に エネ ル 
ギー を も た ら す た め に 集まっ て き て いる の で す 。 


今 、 私 達 は 人 類 に 関し て 、 あ な た 方 は 、 こ れ ま で 受け 取る こと が 
あま りう まく な か っ た と 気付 いて いま す 。 あな た 方 は 多く を 与え 
て きま し た 。 あ な た 方 は 多く を 与え 、 少 し し か 求め ませ ん で し た 。 
あな た 方 は 、 最近 、 あ な た 方 の 時 間 で ここ 数 年 の 間 に 、 あ な た 方 
に か つて 近く 、 大 切な も の だ っ た 人 間 関 係 を 止め まし た 。 これ は 、 
あな た 方 の ハー ト を 引き 裂き まし た 。 これ に は 理由 が あっ た の で 
す 。 あ な た 方 は 、 あ な た 方 が 物質 的 富 と 呼ぶ これ ら の も の を 分 け 
与え まし た 。 あな た 方 は 、 豊か さ を 、 気 を そら され な いよ うに 放 
棄 し た の で す 。 あ な た 方 は 、 あ な た 方 が 今 、 歩み 入り 始め よう と 
し て いる 新しい エネ ルギー の より 深い 理解 に 至る た め に 、 あな た 
方 の 健康 と 物質 的 肉体 の 一 部 を あき ら め さ えも し た の で す 。 あな 
た 方 は 、 多 く の こ と を あき ら め た の で す 、 親愛 な る ライ トワ ー カ 
一 達 よ 。 


私 達 は 、 こ こ で 今 、 し ば らく 休憩 し て 、 あ な た 方 それ ぞ れ に 一 利 
己 的 な 感覚 と 共に で は な く 一 数 分 の 間 、 受 け 取 る よう お 願い し ま 
す 。 今 日 、 こ こ に は 3 つの サー クル が 、 あ な た 方 に 敬意 を 表し て 、 
ギフ ト を 贈り に や っ て 来 て いま す 。 私 達 は 今 、 あな た 方 に 、 あ な 
た 方 の も の 一 愛 の ギフ ト を 受け 取る よう お 願い し ます 。 あな た 方 
自身 の 手 を 伸ばし て 、 私 達 が も た ら す も の を 受け 取っ て くだ さい 。 
私 達 は 、 コー ル ダ ー に し ば らく 静か に する よう 頼み ます 。 親愛 な 
る 友よ 、 率直 に 受け 取っ て くだ さい 。 な ぜ な ら 、 そ の た め に 私 達 
は 今日 、 こ こ に 本 当 に 来 て いる の で すか ら 。 


( 小 休止 ) 


本 当 に あな た 方 は 、 皆 、 価 値 が ある の で す ! も し 、 あ な た 方 が 、 
私 達 が ヴェ ー ル の 私 達 側 か ら 見 て 理解 する よう に 、 あな た 方 が し 
て いる ワー ク の 重要 性 を 見 られ る の な ら 、 あな た 方 は 遠慮 な く ハ 
ー ト を 開い て 今日 利用 で きる よう に な っ て いる この 愛 を 受け 入 
れる こと で し ょ う 。 実に この エネ ルギー は 甘美 な の で す ! 


さて 、 私 達 は 、 今日 の 講義 と ディ スカ ッ シ ョ ン を 始め ます 。 この 
よう に 、 あ な た 方 の 数 秘 学 で これ が ” 4” 日 に な っ て いる こと 、 
そし て 、" 4 番目 ” の ライ トワ ー カ ー の 集会 に な っ て いる こと は 
適切 で す 。 私 達 は 、 あな た 方 に 4 つの 真実 と 4 つの 土台 と な る ポ 
イン ト を 、 あ な た 方 それ ぞ れ に お 話し ます 。 私 達 は 、 あ な た 方 に 、 
これ ら の も の が 、 あ な た 方 の 人 生 の 中 で 、 こ の 時 点 で どう 影響 す 
る か 考え て みる よう お 願い し ます 。 私 達 は 、 あな た 方 に 、 ど うこ 
れ が ヒー リン グ や 教え る こと の 中 で あな た 方 が 行っ て いる も の 、 
そし て 、 これ か ら 行 う も の に 影響 を 与え る か 考え て みる よう お 願 
いし ます 。 私 達 が 今日 持っ て くる も の は 4 つの 真実 で 、 そ れ は 
4 時 少し 過ぎ に な り ま す 。 (クス クス 笑 ) 


第 1 番目 の 真実 は 、 親愛 な る 友よ 、 ス ピリ ッ ト は 、 あな た 方 の こ 
こ 地球 で の 旅 の 結果 を 知ら な いと いう こと で す 。 神 は 、 何 が 起こ 
る か 知ら な い の で す 。 あな た 方 は 皆 、 あ な た 方 の 地球 上 で の 旅 は 、 
前 も っ て 計画 され て いた と いう 信念 体系 の も と に あり ます 。 あな 
た 方 は 、 その 結果 は 分 か っ て いる と 考え て いま し た 。 あな た 方 の 
教会 よ 、 それ を よく 教え て いま す 。 彼ら は 、 神 は 全て を 知っ て い 
る と 教え て いま す 。 彼 は 、 あな た 方 が 次 に 何 を する か さえ 知っ て 
いる と 。 親愛 な る 友よ 、 こ の 真実 、 ス ピリ ッ ト の 真実 、” 永遠 の 
も の "は 、 神 は 結果 を 知っ て は いな いと いう こと な の で す 。 た ぶ 
ん 、 少し ぎょ よっ と し た こと と 思い ます 。 あな た 方 、 こ この あな た 
方 それ ぞ れ 、 地球 上 の 人 間 そ れ ぞ れ 、 あな た 方 は 創造 し て いる 者 
達 だ と いう こと を 知る の は 少し ぎょ っ と する こと で す 。 あな た 方 
は 、 時 の 中 で 、 新しい 動き の 一 つつ を 創造 し て いる 者 達 な の で 
す 。 


ご 存 知 の 通り 、 人 間 の 意識 と 、 人 間 の 肉体 に 入っ て いる あな た 方 、 
あな た 方 は 、 第 1 の 創造 の 「 サ ー ク ル 」 の 外側 に 住ん で いま す 。 
私 達 は 、 第 1 の 創造 の サー クル の 内 側 に 住ん で いま す 。 私 達 は 、 
あな た 方 と は 異な っ た 次 元 の 中 に 住ん で いる の で す 。 あな た 方 は 、 
この サー クル の 外側 に 住ん で いま す 。 あな た 方 が 持っ て いる それ 
ぞ れ の 日 、 そ れ ぞ れ の 瞬間 、 それ ぞ れ の 選択 が 、 新しい も の を 創 
造 し て いる の で す 。 スピ リッ ト は 、 その 結果 を 知っ て は いな い の 
で す 。 


あな た 方 が 一 番 幼 い 頃 か ら 、 あな た 方 は 神 が 結果 を 知っ て いる と 
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教え られ て きま し た 。 も し 、 それ が そう な ら 、 親愛 な る 友よ 、 な 
ぜ 、 あ な た 方 は を も そ も こ こ に いる の で し ょ うか ? も し 、 神 が 
既に その 結果 を 知っ て いる の な ら 、 な ぜ あ な た 方 は 挑戦 と 困難 と 
新しい 経験 を 通り 抜け る の で し ょ うか ? 神 は 、 あ な た 方 を 心 か 
ら 愛 し て お り 、 も し 結果 を 既に 知っ て いる の な ら 、 あな た 方 に 犠 
牲 を 求め る こと は し ませ ん 。 ” 永遠 の も の "は 、 結果 を 知ら な い 
の で す 。 あな た 方 が 他 の 人 々 の ヒー リン グ の 中 で 、 彼ら と ワー ク 
する 時 、 この こと を 考え て くだ さい 。 あな た 方 が 他 の 人 々 を 教え 
る 時 、 こ の こと を 考え て くだ さい 。 こ れ は 、 人 間 達 が も っ て いる 
本 当 の 道路 防寒 の ー つ な の で す 。 これ が 、 彼ら が 誰 で ある か の 意 
識 の 核心 部 分 か ら 解 放さ れる 時 、 新 し い 地 球 の エネ ルギー の 中 で 、 
た くさ ん の 進歩 が な され うる の で す 。 


今日 、 私 達 の 2 番目 の 真実 は 、 神 は アジ ェ ン ダ (な され る べき こ 
と ) を 持っ て いな いと いう こと で す 。 神 は アジ ェ ン ダ を 持っ て い 
な い の で す 。 こ れ は また 、 少し わか り に くい か も し れ ま せん 。 あ 
な た 方 、 特に 「 光 の 戦士 」 と 呼ば れ て きた 人 達 は 、 あ な た 方 が 一 
つの 方 向 、 あな た 方 が 光 と 呼ん だ 方 向 に 進む こと に な っ て いる の 
が 当然 と 思っ て きま し た 。 神 は 、 人 間 が する よう に は 、 ア ジェン 
ダ を 持っ て は いな い の で す 。 神 は 、「 良 い 」 か 「 悪 い 」 か 、「 光 」 
か 「 闇 」 か 、「 正 し い 」 か 「 間 違い 」 か は 理解 し て いま せん 。 こ 
れ ら は 、 人 間 の 概念 、 用 語 な の で す 。 ア ジェ ンダ は な い の で す 。 
で すか ら 親 愛 な る 友よ 、 私 達 は あな た 方 に 、 な ぜ 自 分 自身 を そん 
な に 厳し く 審 判 す る の で すか ? と 尋ね て いる の で す 。 ここ に は ア 
ジェ ンダ は な い の で す 。 これ は 体験 に つい て な の で す 。 あな た 方 
の 旅 は 、 体験 に つい て な の で す 。 あな た 方 が し て いる 全て の こと 
に より 、 そ し て 、 通り 抜け て いる 全て の こと に より 、 こ れ は 、 全 
て の 創造 に 重要 な フィ ー ド バッ ク を 与え て いる の で す 。 その 一 方 
で 、 ア ジェ ンダ は な い の で す 。 


あな た 方 が 、 どん な に あな た 方 自身 を 審判 し て いる か 考え て みて 
くだ さい 。 あな た 方 が 、 ど ん な に 人 罪悪 感 と 恥 の 感覚 を 持っ て いる 
か 考え て みて くだ さい 。 あ な た 方 は 、 あ な た 方 の 生涯 の 中 で 、 あ 
る 時 点 で 、 あ る い は 他 の 時 点 で 、「 正 し い 」 こ と を し な か っ た と 
思っ て いま す 。 こ こ で 、 そ れ を 神 の 見 方 か ら 見 て みて くだ さい 。 
し ば らく 、 その 意識 に 切り 替え て 、 審判 は な い の だ と いう こと を 
理解 し て くだ さい 。 愛し か な いと いう こと を 理解 し て くだ さい 。 
あな た 方 の 過去 や 道中 で 起こ っ た どん な も の に も 審判 は な いと 
いう こと を 理解 し て くだ さい 。 愛 と 理解 し か な い の で す 。 これ は 、 
あな た 方 が 行っ て いる テス ト で は あり ませ ん し 、 これ まで も 決し 
て そう で は あり ませ ん で し た 。 テス ト は な い の で す 。 アジ ェ ン ダ 
も あり ませ ん 。 そ れ は た だ 在 る の で す 。 


ここ の と ころ は 、 おそ らく あ な た 方 が 理解 する の が 難し いと ころ 


で し ょ う 。 こ れ は 、 あ な た 方 の 知性 に 、 い くら か 格闘 を 引き 起こ 
すか も し れ ま せん 。 なぜなら 、 親 や 教師 か ら 、 ま た 、 あ な た 方 の 
過去 か ら で さ えも 、 あな た 方 は どちら か の 道 に 行か な けれ ば な ら 
な いと 、 と て も よく 訓練 され て き て いる か ら で す 。 し か し 私 達 は 、 
あな た 方 それ ぞ れ に 今 、 お 願い し ます 一 な ぜ な ら 、 ここ に いる あ 
な た 方 、 あるいは これ を 読ん で いる あな た 方 は 、 上 級 の ライ トワ 
ー カ ー で すか ら 一 この 概念 を 解放 し て くだ さい 。 そう すれ ば 、 あ 
な た 方 は 、 内 に 抱え て いる た くさ ん の 重荷 を 解放 する で し ょ う 。 
あな た 方 が 、 他 の 人 々 の ヒー リン グ で ワー ク す る 時 、 彼ら が 理解 
で きる よう 助け て あげ て くだ さい 。 し か し 、 彼ら は 抵抗 する こと 
で し ょ う 。 彼ら が 、 ア ジェ ンダ は な いと いう こと を 理解 する の を 
助け て あげ て くだ さい 。 正 し いも の 、 間 違っ た も の は な い の で す 。 
確か に 、 彼ら は あな た 方 と 議論 する こと で し ょ う 。 彼ら は 、 究極 
の 程度 まで 二 元 性 を 守 ろ うと する で し ょ う 。 彼ら は 、 良 いこ と 、 
悪い こと は 在 ら ね ば な ら な いと 議論 する こと で し ょ う 。 で も 、 彼 
ら に また 、 神 の 意識 の 場所 に 立っ て 、 ア ジェ ンダ は な い の だ と い 
うこ と を 理解 する よう 依頼 し て くだ さい 。 


今日 の 私 達 の 3 番目 の 真実 は 、 あな た 方 が 理解 する の が 難し いか 
も し れ ま せん が 、 本 当 に この 概念 を 把握 し 始め て いる 人 達 も 少し 
ここ に いま す 。 親愛 な る 友よ 、 神 や あな た 方 の 天使 達 、 こ ちら 側 
に いる 全て の 者 達 一 私 達 は 、 あな た 方 の 代わ り に する こと は で き 
な い の で す 。 私 達 に は 、 あ な た 方 の 祈り が 聞こ えま す 。 私 達 に は 、 
あな た 方 が 助け を 求め て いる の が 聞こ えま す 。 私 達 に は 、 あな た 
方 が 私 達 に 、 あな た 方 の 人 生 の 状況 を 変え て ほし いと 頼ん で いる 
の が 聞こ えま す 。 啓発 され た 精神 、 啓発 され た ハー ト は 、 あな た 
方 に 代わ っ て 私 達 び それ を する こと が で き な い こと を 理解 し て 
いま す 。 あな た 方 の 人 生 の 中 で 今 、 同期 的 な 何 か が 起き る 時 ・・・ 
適切 な 瞬間 、 あ る い は 、 適切 な 時 に 何 か が 起き る 時 、 私 達 は 、 私 
達 が 感謝 され る こと を あり が た く 思 いま す が 、 親愛 な る 友よ 、 あ 
な た 方 は 、 あ な た 方 の 人 生 で 起こ る 全て の こと に つい て 、 あな た 
方 自身 に 感謝 すべ き な の で す 。 


地球 の ヴェ ー ル の まさ し くそ の 性質 と 仕組 み に よ っ て 、 私 達 は 、 
干渉 し に 入っ て いく こと が で き な い の で す 。 私 達 び そう し た いと 
思っ た と し て も 、 で き な い の で す 。 私 達 が 入る の を と て も 難し く 
し て いる 電磁 的 な 毛布 が 、 あな た 方 の 意識 の 回 り を 包ん で いる の 
で す 。 そ れ で また 、 親愛 な る 友よ 、「 ブ ギー マン 」 が 夜 、 あ な た 
方 を 捕まえ られ な い の で す 。( 笑 ) この 「 ブ ギー マン 」 も 、 この 
ヴェ ー ル を 通り 抜け られ な いか ら で す 。 私 達 は 、 あな た 方 に 代わ 
っ て する こと は で き な い と 繰り 返し て 言い ます 。 


ここ で 、 私 達 が この 概念 を 他 の 人 人 々 に 話し た 時 、 最 初 の うち は 、 
これ は 少し ショ ッ ク で 、 驚き と な り ま し た 。 彼ら は 、 彼ら に 代わ 
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っ て これ ら の こと を し て くれ て いる の は 、 彼ら の ガイ ド 達 、 天使 
達 だ と 思っ て いた の で す 。 し か し 、 そ う で は な か っ た の で す 。 そ 
こ に は また 、 最 初 の うち 、 空 虚 感 と 孤独 感 と 分 離 感 が め り ま し た 。 
で も 、 あな た 方 が 、 全て の パワ ー は 内 に 存在 し て いる 一 それ は 既 
に あな た 方 の 内 に ある 一 こと を 理解 し 、 悟 る よう に な る に つれ て 、 
あな た 方 は 、 あな た 方 が あな た 方 自身 の 状況 に 影響 を 及ぼ し て い 
る と 理解 する よう に な る の で す 。 


私 達 に は 、 夜 、 あ な た 方 が 祈っ て いる の が 聞こ えま す 。 そ し て 、 
あな た 方 の 全て の 祈り は 聞か れ て いま す 。 今 、 私 達 が 、 そ れ を あ 
な た 方 に 代わ っ て する こと は で き な い と いう こと を 理解 し て く 
だ さい 。 あ な た 方 が 他 の 人 々 と ワー ク す る に 従い 、 そ し て 、 他 の 
人 々 に 教え る に 従い 、 彼ら も また 、 彼ら が それ を し て いる 、 彼ら 
が 創造 し て いる 者 達 で ある と いう 概念 に 抵抗 する こと で し ょ う 。 
人 間 の ほう に は 、 他 の 人 が それ を し て くれ る の に 頼る 、 そ し て 外 
側 の より 高い パワ ー が その 糸 を 引い て いる と 信じ る 願望 が 、 あ る 
程度 ある の で す 。 確か に 、 よ り 高 い パ ワー は あり ・・・ そ し て 、 
それ は 確か に あな た 方 の 内 に あり ます 。 で すか ら 、 親 愛 な る 友よ 、 
スピ リッ ト や 神 、 そ し て 、 あ な た 方 の 天使 達 で さえ 、 あ な た 方 の 
代わ り に それ を する こと は で き な い こと を 理解 し て くだ さい 。 そ 
の 権能 を 受け 入れ て くだ さい 。 今 、 あ な た 方 の 存在 の 中 に 、 あ な 
た 方 の 創造 を 変化 させ 、 影響 を 与え る た め に 入っ て き て いる "” 神 
性 ” を 使い 始め て くだ さい 。 


さて 、、 今 日 の 私 達 の 4 番目 の 真実 で す 。 これ は 、 や や 長い ディ ス 
カッ ショ ン に な り ま す が 、 あな た 方 は も は や カル マ や 契約 に 縛ら 
れ て は いな いと いう こと を 知る こと で す 。 あな た 方 の 契約 は 解放 
され て いる の で す 、 親愛 な る 友よ 。 あな た 方 の 多く は 、 まだ 古い 
カル マ の 残留 物 の 中 に 住ん で いま す 。 それ が 去る 時 で す 。 それ が 
立ち 去る 時 で す 。 私 達 は 先ほど 、1 番目 の サー クル の 中 で 今日 こ 
こ に 集まっ て いる 者 達 は 、 あな た 方 で あっ た 全て の 過去 の 人 生 だ 
と お 話し まし た 。 彼ら は また 、 あな た 方 の カル マ の ほとん ど 全 て 
を 表し て いま す 。 彼ら は 、 あ な た 方 が 、 そ し て 、 こ の 受 肉 が 解放 
され る の を 待ち 続け こい まし た 。 な ぜ な ら 、 実際 に それ ら の 生涯 
が 終わ り 、 地球 上 に 埋葬 され 、 あ る い は 、 火葬 さ れる 時 、 彼ら の 
多く の エネ ルギー が 地球 の 中 に 残っ た の で す 。 過去 、 あ な た 方 で 
あっ た 者 達 の エネ ルギー の 多く は 、 ガイ ア に よっ て 保持 され て き 
た の で す 。 今 、 解放 する 時 な の で す 。 お お 、 あ な た 方 の 過去 の 人 
生 、 今日 、 あ な た 方 の そば に 立っ て いる 者 達 ・・・ 彼 ら は 、" 故 
卿 " に 帰り た が っ て いる の で す 。 そ れ で 、 私 達 は 先程 、 彼 ら は 、 
あな た 方 が し て いる ワー ク に 感謝 し て いる と お 話し た の で す 。 な 
ぜ な ら 、 あ な た 方 が し て いる こと が 、 彼ら を 解放 し て いる か ら で 
す 。 


あな た 方 の 聖書 の 言葉 の 中 に は 、 私 達 が 前 に お 話し た こと で す が 、 
キリ スト が 最後 の 審判 の た め に 戻っ て くる こと に つい て 述べ て 

いる 一 節 が あり ます 。 こ の 一 節 の 中 で 、 そ れ は 、 死者 が 蘇り 、 彼 
ら が 審判 を 受け る と 述べ て いま す 。 私 の 友 た ちよ 、 その 訳 は 少し 
違っ て いま す 。 それ は 、 キリ スト の エネ ルギー が あな た 方 の と こ 
ろ に 、 あ な た 方 の 存在 の と ころ に 戻る 時 、 次 に 今度 は 、 こ の 地球 
上 に 住ん で いた 過去 の 人 生 そ れ ぞ れ が 自由 に な っ て 地球 か ら 解 

放さ れ 、 自由 に 帰れ る と いう こと な の で す 。 これ は また 、 ガイ ア 
が 抱え て きた 途方 も な い 重荷 か ら 、 あな た 方 の 過去 の 全て の 人 生 
の 重荷 か ら 、 彼女 を 自由 に する の で す 。 そし て また 、 私 の 友 た ち 
よ 、 あ な た 方 は どう し て 時 々 、 孤独 に 、 空虚 に 感じ る の か 放っ て 
いま す 。 そ れ は 、 あ な た 方 が か つて 、 全 て の あな た 方 の カル マ 、 
全て の あな た 方 の 過去 の 人 生 に 囲ま れ て いた の に 、 今 それ が 離れ 、 
立ち 去っ の て いる か ら で す 。 そ れ は 、 あ な た 方 だ け を 残し た の で す 。 
お お 、 彼 ら は あな た 方 を 尊敬 し 、 感謝 し て いま す 。 そし て 、 こ の 
よう な 特別 な 機会 戻っ て くる の で す 。 


本 当 に 、 過去 の 人 生 が 解放 され て いっ て いる の で す 。 その エネ ル 
ギー は 、 地球 か ら 解 放さ れ て いっ て いま す 。 それは 、 あ な た 方 の 

そば を 通り 、 あな た 方 を 通り 抜け 、” 故郷 " に 戻っ て いっ て いま 

す 。 それ は 、 こ の 時 に お いて 、 一 つの 重要 な こと の た め に 、 あ な 

た 方 を 地球 上 に 残す た めそ し て 、 それは あな た 方 自身 の ” 神 性 " 
を も た ら す た め な の で す 。 契約 は あり ませ ん 。 カル マ は あり ませ 

ん 。 た ぶん それ は 、 あ な た 方 に は 少し 落ち 着 か な く 感 じ ら れ る こ 

と で し ょ う 。 た ぶん それ は 、 あな た 方 に 目標 の 欠如 の 感覚 を も た 

ら す こと で し ょ う 。 あな た 方 は 常に 、 あな た 方 の 過去 の カル マ に 

縛ら れ て きま し た 。 し か し 今 、 あ な た 方 は 、 あ な た 方 が ここ に や 
り に 来 た 本 当 の ワー ク を 始め る た め に 、 解 放さ れつ つ あ る の で す 。 
親愛 な る 友よ 、 あな た 方 が 行っ て きた も の を 、 許し 、 解放 する 凄 

まじ いこ の 時 を 通り 抜け る に 従っ て 、 あな た 方 の 肉体 と 感情 は 奇 
妙 な 感覚 や 気持 ち を 持ち ます 。 こ れ が 、 あ な た 方 が 最近 、 全 て 、 

あな た 方 の ” 神 性 ” を 受け 取る 準備 の た め 、 あな た 方 の 存在 の 中 

に 受け 入れ る た め に 通り 抜け て いる も の で す 。 


さて 、 何人 か が 通過 し 、 こ この 他 の 人 達 び が まもなく 通過 する 時 が 
あり ます 。 この 時 は 、 解放 プロ セス の 終り に 近い 時 な の で す 。 あ 
な た 方 は 、「 何 も な い 」 期 間 を 通り 過ぎ る の で す 。 あ な た 方 は 、 
ニュ ー ト ラル に 見 える 期間 を 通り 過ぎ る の で す 。 それ は 、 あな た 
方 が 情熱 を 失っ た と 感じ る か も し れ な い 時 で す 。 あな た 方 は 、 あ 
な た 方 自身 か ら 、 そ し て 、 以 前 あな た 方 だ っ た 者 か ら 、 切り 離さ 
れ て いる と 感じ る か も し れ ま せん 。 あな た 方 は 、 ス ピリ ッ ト や 他 
の 人 間 達 、 あ な た 方 自身 か ら 切り 離さ れ て いる と 感じ る か も し れ 
ませ ん 。 こ の 「 何 も な い 」 期間 は 、 あ な た 方 の 時 間 で 、 恐 らく 3 
か 月 、 恐らく 6 か 月 続き ます 。 こ れ は 、 少 し 寒い 感覚 、 空虚 な 感 
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覚 、 孤独 な 感覚 で す が 、 こ の 全て は 、 あ な た 方 が 今 、 歩き 抜け て 
いる プロ セス の 一 部 な の で す 。 この 全て は 、 あな た 方 が 向かっ て 
いる と ころ の 一 部 な の で す 。 こ の 「 何 も な い 」 時 の 間 、 やきもき 
し な いで くだ さい 。 反抗 し よう と し な いで くだ さい 。 た だ 、 愛 の 
空間 、 許し の 空間 の 中 に いて くだ さい 。 それ は 、 こ の プロ セス の 
ー 部 な の で す 。 


あな た 方 は 、 全く 新しい エネ ルギー、 私 達 が 「” 新しい 地球 "の 
エネ ルギー」 と 呼ん だ も の の 中 に 移行 し て いる の で す 。 あな た 方 
は 、 そこ に 着く まで に 、 多く の 多く の プロ セス を 通り 抜け て きた 
の で す 。 あな た 方 が 、 仲間 の ライ トワ ー カ ー 達 と 話す と き 、 彼ら 
も また 同じ 経験 と 感情 を 通り 抜け て きた こと は 、 あな た 方 に と っ 
て 驚く べき こと で は あり ませ ん か ? 恐らく 違う ヴァ ー ジ ョ ン 
で す が 、 彼 ら も また 同じ タイ プ の 感情 や 気持 ちや 感覚 を 通り 抜け 
て き て いる の で す 。 あ な た 方 は 皆 、 一 緒 の 道 、 フ ァ ミリ ー の 道 、 
シャ ー ン ブラ の 道 に いる の で す 。 


まもなく 、 あ な た 方 は 、 何 か 新 し いも の を 歩き 、 体験 する よう に 
な る で し ょ う 。 あな た 方 が 体験 する も の は 、 あな た 方 が 人 間 の 形 
で ここ 地球 上 に いる 間 の 、 真 の ” 神 性 "に 先立つ ー つ の プロ セス 、 
ある い は 、 一 つの ステ ッ プ な の で す 。 


あな た 方 が 通り 抜け る この 最後 の ステ ッ プ 、 親愛 な る 友よ 、 この 
最後 の プロ セス は 、 普通 の も の で は あり ませ ん 。 それ は 、 あな た 
方 に に 、 い くら か の 思案 、 恐 らく 、 い くら か の 挑戦 を 贈り ます 。 こ 
こ に いる 何人 か の 方 は 、 今 、 この プロ セス を 通り 抜け 始め て いま 
す 。 この グル ー プ は 、 現在 と 、 来年 この よう に 再び 私 達 が 会 う 時 
と の 間 に 、 それ を 通り 抜け る こと で し ょ う 。 この プロ セス は 、 許 
し の 一 つ 、 最 終 の 許し の 一 つ で す 。 こ れ は 、 あ な た 方 に と っ て 、 
挑戦 的 な も の に な り ま す 。 あな た 方 は 目標 を 持つ 者 達 だ か ら で す 。 
あな た 方 は 方 向 を 持っ て いま す 。 あな た 方 は 、 あな た 方 の 道 の 上 
で 、 突き 進む 者 達 で す 。 そ し て 、 今 、 あ な た 方 は 、 あ な た 方 の 存 
在 の 核心 部 か ら 、 あな た 方 の 人 生 に ある 全て の も の を 許し 、 受け 
入れ る よう 求め られ る の で す 。 あ な た 方 は 、 た だ 引き 下がり 、 こ 
の プロ セス が 起こ る の を 許す よう 求め られ る の で す 。 


これ まで 、 あ な た 方 は 、 こ の プロ セス を 変え よう と 試み て きま し 
た 。 あな た 方 は 、 あ な た 方 の エネ ルギー を 使っ て 、 あ な た 方 の 人 
生 の 中 の 物事 の 、 そし て 、 他 の 人 々 の 人 生 の 中 の 物事 の 結果 を 変 
えよ うと 試み て きま し た 。 あな た 方 は これ を する た め 、 あな た 方 
の 精神 か ら 、 そ し て 、 あ な た 方 の ハー ト か ら さ えも 、 こ の エネ ル 
ギー に フォ ー カ ス し よう と 試み て きま し た 。 そし て 、 これ は うま 
くい か な いよ うに 思え た の で 、 何 度 も 何 度 も あな た 方 は 挫折 感 を 
味わっ て きま し た 。 


あな た 方 が 戸外 に いて 、 嵐 が 水平 線 に 現れ 始め た 時 、 あ な た 方 は 、 
その 嵐 が あな た 方 の いる と ころ に あま り 来 て 欲し く な いと 思っ 
て いる と 想像 し て みて くだ さい 。 その 嵐 が 近づく に つれ て 、 あ な 
た 方 は 、 あ な た 方 の 精神 で 、 こ れ を 消 そう と 、 そし て 去ら せよ う 
と 試み ます 。 それ で も 、 そ の 嵐 は 、 あ な た 方 の 方 向 に 動き 続け ま 
す 。 まもなく 、 あ な た 方 に 雨 が 降り か か り 始め 、 そ し て 、 あ な た 
方 は 、 な ぜ そ れ を 動か すこ と が 、 その 方 向 を 変え る こと が で き な 
か っ た か 許 る の で す 。 


さて 、 新しい エネ ルギー の 中 で は 、 た だ 許し の 空間 の 中 に 立っ て 
いて くだ さい 。 その 結果 を 変え うと し な いで 、 た だ 何 が 起き て 
いる か 理解 し て くだ さい 。 そし て も し 、 あな た 方 に 雨 が 降っ て き 
た ら 、 そ れ で いい し 、 も し 空 が 分 か れ て 太陽 が 出 て きた ら 、 それ 
で いい の で す 。 


あな た 方 の 家族 が 、 苦し ん で あな た 方 の と ころ に 来 た 時 、 そ し て 
あな た 方 が 、 彼ら の 人 生 の 送り 方 が あま り 好き で は な い 時 、 た だ 
許し て あげ て くだ さい 。 彼ら が 誰 で ある か を 変え よう と し な いで 、 
た だ 許し て あげ て くだ さい 。 許し の 空間 の 中 に いて くだ さい 。 も 
し あな た 方 の 肉体 が 病気 の 時 ・・・ 私 達 は 、 あ な た 方 が た くさ ん 
の こと を 試み た こと を 知っ て いま す ・・・ 私 達 は 、 あ な た 方 が 薬 
を 飲ん だ こと を 知っ て いま す ・・・ 私 達 は 、 あ な た 方 が 精神 を 通 
し て 、 その 結果 を 変え うと し た こと を 知っ て いま す 。 私 達 は あ 
な た 方 に お 願い し ます 。 それ が 難し く 思 えよ うと も 、 た だ 許し て 
くだ さい 。 た だ 許し て くだ さい 。 


親愛 な る 友よ 、 こ こ に いる あな た 方 それ ぞ れ に 、 ど う 物 事 が 働く 
か が わか る 時 が や っ て きま す 。 そし て 、 それ ら が どう 働く か を 理 
解 し て か ら 、 あな た 方 は 、 いか に 真 の 創造 者 に な る か を 理解 する 
の で す 。 あな た 方 が 静か に 座る に 従っ て 、 あな た 方 が 物事 を その 
まま で 許す に 従っ て 、 あな た 方 は 、 以前 に は 決し て な か っ た 方 法 
で 物事 を 見 、 物事 に 気づき 、 認識 し 始め る の で す 。 あ な た 方 の ほ 
うに 何 も ア ジェ ンダ が な い 時 、 た だ 愛 に 満ち た 観察 し か な い 時 、 
あな た 方 は 、 物事 が 作ら れ て いる 織物 その も の 、 グ リッ ド 、 格子 
その も の が 見 え 始 め る の で す 。 あな た 方 は 、 人 間 の 生理 に な お 残 
りな が ら 、 ヴェ ー ル の 上 に 極め て 速やか に 上 昇 す る の で す 。 あな 
た 方 は ヴェ ー ル の 上 に 上 昇 す る の で す 。 そう し て あな た 方 は 、 あ 
な た 方 の 真 の 創造 的 パワ ー を 理解 し 始め ます 。 それ は 、 あな た 方 
が マイ ンド ( 頭 ) の 中 で 格闘 し な けれ ば ぱ ば ならない 、 あ る い は 、 ハ 
ー ト か ら 推 し 進め な けれ ば な ら な い ど ん な も の で も な いで し ょ 
う 。 あな た 方 は 、 ど う 物 事 が 動く か 、 そ れ ら が どう 本 当 に 働く か 
に つい て 、 新 し い 見 方 、 理 解 に 至る の で す 。 こ の 理解 に よっ て 、 
あな た 方 は 、 あな た 方 が 今 ま で 分 か ら な か っ た 方 法 で 創造 し 、 影 
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響 を 与え 、 そ し て 、 も っ と 創造 し 始め る の で す 。 あ な た 方 は 、 愛 
に 満ち た 方 法 で 、 思い や り の ある 方 法 で 、 流れ る よう な 方 法 で 創 
造 す る こと が で きる よう に な る の で す 。 


そこ に 至る た め に は 、 あ な た 方 は 、 オ ー プ ン で 完全 な る 許し の 、 
存在 する 全て の も の に 対す る オー プン で 完全 な る 許し の 期間 を 
通り 抜け な けれ ば な り ま せん 。 あな た 方 は も う 、 川 の 中 の 堀 に な 
る 必要 は あり ませ ん 。 あな た 方 は も う 、 風 に 対す る 壁 に な る 必要 
は あり ませ ん 。 親 愛 な る 友よ 、 あ な た 方 が ライ トワ ー カ ー と し て 、 
個人 と し て 、 自ら の ” 神 性 " を 理解 し 始め て いる あな た 方 の 生涯 
の 中 で 今 、 風 を 吹か せ 、 川 を 流れ させ て くだ さい 。 風 を 吹か せ 、 
川 を 流れ させ て くだ さい 、 友 た ちよ 。 この 時 に お いて 、 抵抗 し な 
いで くだ さい 。 


許し か ら や っ て 来る 理解 に よっ て 、 あな た 方 は 次 に 、 ど う 真 の 創 
造 が 働く か 分 か る よう に な る の で す 。 あ な た 方 は 次 に 、 あな た 方 
が 以前 は 決し て 感じ る こと の な か っ た あな た 方 の 存在 の 内 の 空 
間 か ら 、 創造 で きる よう に な る の で す 。 この 多く は 、 あ な た 方 が 
そもそも な ぜ 地 球 に 、 この 時 点 に 到着 し た か 、" 神 性 " と あな た 
方 の ” 神 の 自己 " を あな た 方 の 人 間 の 意識 に 統合 する 時 点 に 到 
着 し た か の 理由 な の で す 。 あ な た 方 それ ぞ れ は 、 永遠 に 長い 間 、 
ヴェ ー ル の 下 で 、 あな た 方 の 意識 の 中 の スピ リッ ト と 切り 離さ れ 
て 歩き 続け て きま し た 。 今日 、 ス ピー カー の レイ ノル ズ 博 士 が 先 
程 話 され た よう に 、 最 大 の 喪失 感 よ は 、 ス ピリ ッ ト と の 分 離 で す 。 
あな た 方 は 一 周 を 回 り 、 今 、 内 な る この " 神 性 ” を 受け 入れ られ 
る 地点 に や っ て 来 て いる の で す 。 


( 小 休止 ) 


私 達 は また 、 今日 、 あな た 方 の 質問 に 答え る か も し れ な い 、 新 し 
いも の を 創る か も し れ な い 理 解 や 考え を あな た 方 と シェ ア し た 

いと 思い ます 。 私 達 は 、 あ な た 方 の 多く が 、「 な ぜ 、 私 達 は そ も 
そ も こ こ に いる の か ?」 と いう 質問 を し て いる の が 聞こ えま す 。 
あな た 方 は 言っ て いま す 。「 私 達 は 、 こ こ に いる こと は 光栄 な こ 
と だ と 知っ て いま す 。 私 達 は 、 ここ に いる た め に 足 が 洗わ れ て い 
る の を 知っ て いま す 。 で も 、 そ れ は な ぜ で すか ?」 


あな た 方 は 皆 、 創造 者 な の で す 。 あな た 方 は 皆 、 多 く の 多 く の 異 
な る 場所 で 、 た くさ ん の こと を 経験 し まし た 。 あ な た 方 は 、 こ の 
宇宙 の 中 に ある 星々 その も の も 創造 する の を 助け た の で す 。 あな 
た 方 は 、 感情 と 思考 と 気持 ちの テン プレ ー ト (鋳型 ) の 多く を 創 
る の を 助け た の で す 。 あ な た 方 は 、” 全て で ある も の "の た め に 、 
新しい 風景 を 創る 、 新しい 出来 事 を 創る 、 宇宙 画家 の よう だ っ た 
の で す 。 お お 、 星 々 か ら の も の へ の あな た 方 の 繋が り は 、 本 当 に 、 


あな た 方 自身 へ の 繋が りな の で す 。 


し か し 、 創造 の 中 で 、 あ る 地点 が や っ て きま し た 。 あ な た 方 が そ 
れ と ワー ク し な けれ ば な ら な か っ た 全て の ツー ル 、 あな た 方 の 持 
っ て いた 全て の 理解 と 自由 に も 関わ ら ず ・・・「 エ ネル ギー の 手 
詰まり 」 の よう な も の 、 エネ ルギー の 機能 障害 に 至る 地点 が や っ 
て 来 た の で す 。 こ れ は 良い 、 悪 いで は あり ませ ん で し た 。 た だ 、 
そう だ っ た の で す 。 あな た 方 は 、 遊び 場 で 新しい も の を 発見 し て 
いる 、 新しい も の を テス ト し て いる 、 新しい も の を 創っ て いる 子 
ども の よう だ っ た の で す 。 最終 的 に 、 あな た 方 が それ 以上 進め な 
い 地 点 、 創 造 が それ 以上 進め な い 地点 が や っ て 来 た の で す 。 


創造 が 袋小路 に 至っ た の で す 。 この 袋小路 を 通り 抜け る 道 、 何 が 
創造 を 前 進 さ する か の 理解 に 至る 道 は 、 地 球 と 呼ば れ た ちっ ちゃ 
な 場所 だ っ た の で す 。 あな た 方 は 、 こ こ に 来る こと を 選択 し た の 
で す 。 あな た 方 は 、 こ の ヴェ ー ル を 受け 入れ る こと を 選択 し た の 
で す 。 あ な た 方 は 、 ス ピリ ッ ト か ら の 分 離 を 選択 し た の で す 。 あ 
な た 方 は 、 創造 の この 限界 を 取り 去る の を 助け る た め に 、 二 元 性 
と 呼ば れ た 非常 に パワ フル な も の を 選択 し た の で す 。 あな た 方 は 、 
それ を 知っ て いた の で す 。 それ で 、 あ な た 方 は 地球 上 で 非常 に 多 
く の こ と を 通り 抜け て きた の で す 。 それ で 、 あ な た 方 は 、 あ な た 
方 が 本 当 は 誰 な の か わか っ て いな か っ た の で す 。 それ で 、 あな た 
方 は 、 創 造 する 能力 が 限ら れ て きた の で すう わ べ で は 。 それで 、 
あな た 方 は に こ に いる の で す 。 


私 達 が 以前 お 話し た よう に 、 あな た 方 や 他 の 人 間 達 が 地球 上 で 行 
っ て いる ワー ク そ の も の は 、 創 造 の 残り の 全て が 、 拡 大 を 続け 、 
以前 は で き な か っ た 方 法 で 成長 し 続け る の を 感じ る こと な の で 

す 。 再び 、 私 達 は 、 こ の 出来 事 、 こ の 袋小路 に つい て 何 も 審判 し 
な いよ うお 願い し ます 。 それ は た だ そう だ っ た の で す 。 単に 、 よ 
り 深い 理解 が 必要 と され た 地点 に 至っ た の で す 。 そし て 、 これ ら 
の 理解 が 起こ る よう 、 ある 天使 の グル ー プ が 、 重い ヴェ ー ル の 場 
所 に 来 よ うと 、 意 識 の 中 で スピ リッ ト と 分 離さ れ よ うと し た の で 
す 。 そ れ で 、 あ な た 方 は ここ に 来る こと を 選ん だ の で す 。 そ れ で 、 

あな た 方 は 、 創造 の 残り の 全て に 非常 に 多く を 与え て きた の で す 。 
あな た 方 の ここ で の ワー ク か ら 生 まれ て くる も の は 、 私 達 が 「 第 
2 の 創造 」 と 称し た も の な の で す 。 


さて 、 私 達 の 友人 、 コー ル ダ ー は 、 こ この と ころ で 、 た くさ ん の 
た くさ ん の こと に つい て そう する よう に 、 私 達 に 挑戦 し まし た 。 
彼 は 、「 し か し 、 ど うし て 第 2 の 創造 だ け な の で すか ? 第 1 の 
創造 は 全て の も の を 網羅 し て いる の で は な いで すか ?」 と 尋ね て 
いま す 。 私 達 は 再び あな た 方 に 言い ます 。 こ の 第 1 の 創造 は 、 い 
くら か の より 深い 理解 な し で は 、 先 へ 拡大 で き な い よう に 見 えた 
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袋小路 に 至っ た の で す 。 こ れ ら の 理解 を 達成 する に は 、 分 離 、 ヴ 
ェ ー ル と 呼ば れる も の 、 の 動力 学 を 持つ こと が 重要 に な っ た の で 
す 。 それ で 、 私 達 は あな た 方 に 代わ っ て それ を する こと が で き な 
か っ た の で す 。 それ は 、 あな た 方 に よっ て な され る 必要 が あっ た 
の で す 。 この ヴェ ー ル は また 、 私 達 で さえ 、 入 っ て くる の を 妨げ 
まし た 。 私 達 が 入っ て きた か っ た 時 で さえ も で す 。 この ヴェ ー ル 
は また 、 宇宙 の ほか の 場所 か ら や っ て 来 た 者 達 も 入っ て くる の を 
妨げ まし た 。 こ れ は 、 全 て の も の の 分 離 を 保ち まし た 。 そ し て 、 
あな た 方 は 、 な ぜ あ な た 方 が 名 誉 で ある の か 許 っ て いま す 。 あな 
た 方 は 、 な ぜ 私 達 が あな た 方 の し て いる こと に つい て そん な に 気 
に か け て いる の か 許 っ て いま す 。 


今 、 あ な た 方 は 、 あ な た 方 が 成し遂げ た ワー ク の 全て 、 あ な た 方 
が 成し遂げ た 解放 と 犠牲 の 全て と 共に 、 移 行 の 地点 に や っ て 来 て 
いま す 。 あ な た 方 は 、 あ な た 方 の 旅 の 、 あ な た 方 の 成就 の 最終 ス 
テー ジ に や っ て 来 て いる の で す 。 あな た 方 が ” 何 も な い " 期間 を 
通り 抜け る に つれ て 、 あ な た 方 は 次 に 、 全 て の も の の 許し の 期間 、 
どう 物事 が 本 当 に 動き 、 働く か を 見 る 期間 を 通り 抜け る の で す 。 
これ は 、 結果 に 影響 を 与え た り 、 押し た り し よう と する こと で は 
な く 、 た だ 、 ど う エ ネル ギー が 働く か を 観察 する こと な の で す 。 
この 後 、 親 愛 な る 友よ 、 あ な た 方 は 真 の 統合 を 持ち 始め る の で す 。 
あな た 方 は 、 あ な た 方 の 内 の " 神 性 " を 、 そ れ を 使う 理解 と 智 癌 
と 受け 入れ 始め る の で す 。 


私 達 び 、 この サー クル の 中 で 今 か ら 1 年 後に 再び 会 う 時 に は 、 地 
球 上 に いな が ら 真 の 創造 を 理解 し 始め る 人 達 が 現れ る こと で し 
よう 。 残 り の 人 達 も 直ぐ に 続き ます 。 


私 達 が あな た 方 に 抱い て いる 愛 に は 、 基準 は あり ませ ん 。 私 達 が 
あな た 方 に 抱い て いる 感謝 は 、 言 葉 で は 表現 で きま せん 。 私 達 は 、 
他 の グル ー プ に 、 あな た 方 が アセ ンション の トン ネル を 通り 抜け 
た 時 、 そこで あな た 方 に 会 う 人 は 、 あな た 方 自身 以外 に は 誰 も い 
な いと いう こと を 話し まし た 。 な ぜ な ら 、 これ まで に これ を 成 し 
遂げ た 者 は ほか に 誰 も いな いか ら で す 。 私 、 ト バイ アス 、 ク リム 
ゾン ・ カ ウン シル の 者 達 、 この 3 つの サー クル に 立っ て いる 者 達 、 
これ ら の 誰 も 、 あな た 方 が 渡り 越え て いる この トン ネル を 通り 抜 
けた 者 は いな い の で す 。 あな た 方 は そう する 最初 の 者 達 な の で す 。 
あな た 方 が そこ に 着い た 時 に は 、 あ な た 方 は 、 あ な た 方 自身 の 
“自己” に 出迎え られ る こと で し ょ う 。 


そし て 私 の 友 た ちよ 、 あ な た 方 が 既に 知っ て いる よう に 、 あな た 
方 は 、 他 の 人 々 を 教え 、 彼ら が アセ ンション の トン ネル を 通っ て 
くる 時 に 出迎え る 者 達 な の で す 。 ここ に いる あな た 方 それ ぞ れ は 、 
最初 に 行く よう 求め られ て いる 教師 、 ボ ラン ティ ア な の で す 。 こ 


こ に いる あな た 方 それ ぞ れ は 言っ た の で す 一 そし て 私 達 は あな 
た 方 の 祈り を 聞き まし た - 一 あな た 方 それ ぞ れ は 言っ た の で す 。 

「 親 愛 な る スピ リッ ト よ 、 親愛 な る 神 よ 、 私 は 奉仕 の た め に どん 
な こと も し ます 。 私 は 奉仕 の た め に どん な こと も 放棄 し ます 。 私 
は "全て で ある も の "の た め に 、 どん な こと も 放棄 し ます し 、 ど 
ん な も の に も な り ま す 。」 と 。 そ れ で 、 あ な た 方 は 今日 、 た だ あ 
な た 方 に 「 あ り が と う 」 と 言い に や っ て 来 た 何 万 の も エン ティ テ 
ィ 達 に 囲ま れ て 、 ここ に 座っ て いる (そし て これ ら の メッ セー ジ 
を 読ん で いる ) の で す 。 私 達 は 皆 、 あ な た 方 を 心から 愛し て いま 
す 。 あ な た 方 の 誰 も 決し て 一 人 だ っ た こと は あり ませ ん 。 


And so it is. (そし て そう いう こと な の で す 。) 


translator / Kiyo 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ コー ルデン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト www. cr imsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ャ ー ン ブラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情 報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を する こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 
て 来 させ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ペー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 こ れ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2000 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ コール デン 80403 
私 書 箱 7328 メー ル Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレ ス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 


